


桐ベッドの方が、深い眠りの時間が長く持続する。・・B

桐ベッドの方が、脳の睡眠が長くゆったりととれるため、脳が休まる。・・C

６時間後、桐ベッドはスッキリと目覚める。マットレスではまだ寝足りない。・・D

【睡眠中の調湿効果】

睡眠中、マットレスと桐の湿度変化を比較した場合、マットレスのベッドでは汗をかくほど

湿度が高まっているが、桐のベッドでは調湿効果により、湿度が保たれている。

マットレスのベッドに比べて、桐ベッドの方が眠りに入るまでの（導眠）時間が短い。・・A

桐のベッドはマットレスのベッドより約30％も湿度が低く、快適な睡眠を作り出した。

【睡眠状態の比較】

　Ａ：眠りに入るまでの時間
C：寝返りの回数（脳の睡眠）

B：深い眠りの時間
D：目覚めの状態



桐めんえきベッド

ソファーベッド

オーダーメイド承ります



スペースの有効活用

ベッド下収納

ベッド下収納とベッド内部にもスーツケースを収納



オプションで炭が入ります


